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翻
刻
『
浪
華
之
記
行
』『
大
坂
城
御
番
所
勤
方
文
書
』『
御
支
配
所
勘
定

太
田
直
次
郎
様
御
宿
一
件
』 

大
阪
府
立
中
之
島
図
書
館 

小
笠
原 

弘
之
・
八
木 

美
恵 

 
 
 
 
 
 
 
 
  

大
阪
府
立
中
央
図
書
館 

 
 

北
川 

敬
子
・
日
置 

将
之
・
苗
村 

昌
世
・ 

山
田 

瑞
穂
・
佐
藤 

敏
江 

 

は
じ
め
に 

今
回
は
、
大
坂
に
関
係
し
た
幕
府
御
用
に
関
す
る
文
書
三
点
、
藩
主
の
大
坂
城
代
着
任
の
た
め
の
先
遣

隊
の
道
中
記
（
元
治
年
間
）、
幕
臣
の
長
崎
着
任
の
道
中
（
享
和
年
間
）
、
大
坂
城
で
の
任
務
に
関
す
る
資

料
（
天
保
年
間
）
の
三
点
を
取
り
上
げ
た
。 

 

一
浪
華
之
記
行
（
二
二
三
．
六
‐
一
四
八
） 

 

底
本
は
大
阪
府
立
中
之
島
図
書
館
蔵 

一
冊
（
十
三
・
五×

二
〇

㎝
）
表
・
裏
表
紙
各
一
、
本
文
五
十
六
丁 

 

同
書
は
、
常
陸
笠
間
藩
主
牧
野
越
中
守
貞
明
が
大
坂
城
代
職
を
拝

命
、
先
用
役
を
命
じ
ら
れ
た
笠
間
藩
士
が
著
し
た
大
坂
へ
の
往
還
記

で
あ
る
。
元
治
元
年
（
一
八
六
四
）
十
二
月
二
十
日
に
江
戸
を
出
立
、

翌
慶
応
元
年
（
一
八
六
五
）
一
月
五
日
に
大
坂
に
到
着
、
六
日
に
入

城
、
前
任
で
あ
る
三
河
吉
田
藩
と
の
引
き
継
ぎ
業
務
を
開
始
、
十
五

日
昼
に
は
藩
主
一
行
の
着
坂
を
受
け
、
約
一
年
の
大
坂
城
勤
務
の
後
、
江
戸
長
詰
を
拝
命
往
路
で
立
寄
る

こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
名
所
を
観
光
し
な
が
ら
笠
間
を
経
由
し
て
江
戸
日

比
谷
屋
敷
へ
到
着
、
江
戸
詰
の
任
に
就
い
た
と
こ
ろ
で
、
こ
の
紀
行
文
を
終

え
て
い
る
。
大
坂
城
勤
務
の
内
容
に
つ
い
て
は
別
途
『
御
用
日
記
』
を
認
め

て
い
た
ら
し
く
割
愛
さ
れ
て
い
る
。 

本
文
は
、
大
部
分
を
江
戸
か
ら
大
坂
ま
で
の
往
路
の
道
中
に
割
き
、
帰
路

に
つ
い
て
は
、
往
路
で
立
寄
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
名
所
観
光
に
留
め
、

朋
輩
と
と
も
に
、
道
中
の
土
地
の
名
物
、
名
所
を
堪
能
し
、
昔
日
に
思
い
を

馳
せ
、
一
句
を
ひ
ね
る
な
ど
、
封
建
下
で
の
人
々
に
と
っ
て
の
旅
の
在
り
方

が
窺
え
る
と
共
に
、
幕
末
の
東
海
道
の
名
所
案
内
の
態
を
な
し
て
い
る
。 

因
に
、
牧
野
越
中
守
貞
明
は
こ
の
後
、
戊
辰
戦
争
で
幕
府
軍
が
敗
れ
る
と
、
大
坂
城
を
脱
出
、
慶
応
四

年
（
一
八
六
八
）
一
月
二
十
日
に
大
坂
城
代
を
辞
任
し
、
最
後
の
大
坂
城
代
と
な
っ
た
。 
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二 

大
坂
城
御
番
所
勤
方
文
書 

（
文
書
二
三
四
） 

「
大
坂
城
御
番
所
勤
方
文
書
」（
目
録
後
掲
）
は
、
丹
波
篠
山
藩
の
青
山
家
の
家
臣
市
瀬
家
の
宝
暦
か
ら
明

治
に
か
け
て
の
記
録
で
あ
る
。
そ
の
中
か
ら
、
五
代
藩
主
青
山
因
幡
守
忠
良
の
大
坂
城
代
時
代
の
仕
事
に

関
す
る
記
録
の
内
主
な
も
の
を
取
り
上
げ
た
。
青
山
因
幡
守
忠
良
は
、
天
保
十
一
年
（
一
八
四
〇
）
十
一

月
三
日
か
ら
弘
化
元
年
（
一
八
四
四
）
十
二
月
二
十
八
日
ま
で
大
坂
城
代
を
勤
め
た
。
前
掲
「
浪
華
之
記

行
」
の
最
後
の
大
坂
城
代
・
笠
間
藩
主
牧
野
貞
直
か
ら
数
え
て
八
代
（
二
十
年
）
前
に
当
た
る
。 

 

大
坂
城
内
に
は
、
行
政
官
僚
で
あ
る
大
坂
城
代
の
他
、
城
代
補
佐
役
の
京
橋
口
・
玉
造
口
両
定
番
、
大

坂
城
守
衛
業
務
担
当
と
し
て
旗
本
で
構
成
さ
れ
る
大
番
衆

に
加
勢
す
る
四
加
番
（
山
里
丸
・
青
屋
口
・
中
小
屋
・
雁

木
坂
）
と
、
常
時
あ
わ
せ
て
六
名
の
大
名
が
自
ら
の
家
臣

も
率
い
て
勤
務
し
て
い
た
。 

 

城
内
を
い
く
つ
か
の
区
域
に
分
割
し
て
常
時
こ
れ
ら
の

武
士
が
詰
め
、
本
丸
と
二
之
丸
南
側
を
東
西
大
番
頭
お
よ

び
大
番
衆
が
、
本
丸
北
側
の
山
里
丸
と
二
之
丸
東
側
一
帯

は
加
番
が
、
そ
れ
ぞ
れ
屋
敷
（
小
屋
）
を
構
え
警
固
し
て

い
た
。
ま
た
、
城
内
か
ら
外
部
に
通
じ
る
大
坂
城
の
追
手

口
・
京
橋
口
・
玉
造
口
の
三
口
に
は
そ
れ
ぞ
れ
城
代
、
両

定
番
上
屋
敷
が
構
え
ら
れ
、
そ
の
配
下
の
武
士
が
周
辺
を

警
固
し
て
い
た
。 

 

大
坂
城
代
上
屋
敷
は
、
城
内
と
大
坂
三
郷
の
町
人
地
に
向
け
て
開
い
た
江
戸
期
大
坂
城
の
表
玄
関
で
あ

る
追
手
門
の
内
部
に
あ
っ
た
。『
摂
営
秘
録
』
に
よ
れ
ば
、
城
代
の
管
理
区
域
に
は
、
見
附
番
所
が
二
ヶ
所
、

札
改
番
所
が
三
ヶ
所
あ
っ
た
と
さ
れ
る
。
上
屋
敷
か
ら
追
手
門
や
南
仕
切
門
へ
の
順
路
の
分
岐
点
に
見
附

大
御
番
所
、
京
橋
口
定
番
の
守
衛
地
と
の
境
に
あ
る
北
仕
切
門
に
見
附
番
所
が
あ
り
、
追
手
門
桝
形
の
周

辺
に
は
、
城
内
出
入
管
理
の
た
め
鑑
札
を
確
認
す
る
張
番
所
、
桝
形
番
所
、
足
軽
番
所
が
あ
っ
た
。
本
文

書
内
に
登
場
す
る
市
瀬
大
次
郎
は
、
者
頭
な
ど
を
勤
め
て
お
り
、
そ
の
他
の
記
録
か
ら
も
、
市
瀬
家
の
人
々

は
こ
う
し
た
番
所
に
勤
務
し
、
徒
士
・
足
軽
な
ど
を
束
ね
て
い
た
平
士
身
分
の
武
士
だ
っ
た
と
推
察
さ
れ

る
。 

 
(

一)

『
大
番
交
代
時
之
出
役
覚
』
（
文
書
二
三
四
‐
二
） 

天
保
十
二
年
（
一
八
四
一
）
八
月
の
大
番
大
交
代
の
際
の
追
手
口
に
お
け
る
業
務
記
録
で
あ
る
。 

大
坂
在
番
の
武
士
の
う
ち
、
行
政
官
僚
で
あ
る
大
坂
城
代
や
両
定
番
お
よ
び
東
西
両
奉
行
に
は
は
っ
き
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り
と
し
た
任
期
は
無
い
が
、
軍
役
の
大
番
・
加
番
に
つ
い
て
は
、
寛
永
年
間
（
一
六
二
四
～
一
六
四
三
）

に
制
度
化
さ
れ
て
以
降
、
任
期
は
一
年
と
な
っ
て
い
た
。
目
付
も
半
年
交
代
で
、
こ
れ
ら
短
期
任
務
の
交

代
を
一
斉
に
八
月
頭
か
ら
中
旬
に
か
け
て
行
っ
て
い
た
。
年
に
よ
っ
て
多
少
の
ず
れ
が
あ
る
も
の
の
概
ね

日
割
が
決
ま
っ
て
お
り
、
一
般
的
に
八
月
朔
日
ま
で
に
着
坂
の
上
、
二
日
に
は
追
手
口
か
ら
加
番
衆
が
仮

御
城
入
。
三
日
京
橋
口
よ
り
山
里
御
加
番
、
四
日
追
手
よ
り
青
屋
口
御
加
番
、
五
日
玉
造
口
よ
り
中
小
屋

御
加
番
、
六
日
玉
造
口
よ
り
雁
木
坂
御
加
番
が
交
代
。
重
ね
て
五
日
追
手
口
よ
り
東
御
番
頭
が
仮
御
城
入
、

七
日
玉
造
口
か
ら
御
城
入
。
十
日
に
追
手
よ
り
西
御
番
頭
が
仮
御
城
入
、
十
二
日
に
追
手
よ
り
御
城
入
。

両
番
頭
の
御
城
入
の
間
に
、
大
番
衆
の
小
交
代
も
行
わ
れ
る
。 

早
朝
よ
り
行
わ
れ
る
交
代
の
儀
式
は
、『
金
城
聞
見
録
』
に
「
其
行
装
甚
厳
に
し
て
且
花
麗
也
。
此
日
市

中
の
男
女
袖
を
連
ね
廣
原
に
出
て
見
物
す
。」
と
あ
る
様
に
、
豪
華
で
威
厳
が
あ
り
、
大
坂
市
中
の
人
々
は

こ
ぞ
っ
て
大
手
門
に
見
物
に
訪
れ
、
江
戸
後
期
に
は
大
坂
の
年
中
行
事
の
一
つ
と
し
て
根
付
い
て
い
た
。 

 

 
(

二)

『
玉
造
口
御
門
定
番
御
城
入
之
節
御
固
人
数
并
絵
図
面
』
（
文
書
二
三
四
‐
三
） 

天
保
十
五
年
（
一
八
四
四
）
に
、
玉
造
口
定
番
と
し
て
着
任
す
る
出
羽
長
瀞
藩
・
米
津
越
中
守
政
懿
の

御
城
入
の
儀
式
の
参
考
と
し
て
、
前
任
の
越
前
敦
賀
藩
・
酒
井
右
京
亮
忠
毘
が
、
天
保
十
二
年
（
一
八
四

一
）
に
御
城
入
し
た
際
の
記
録
が
公
用
方
よ
り
回
覧
さ
れ
、
そ
れ
を
書
写
し
た
も
の
。
後
半
に
は
出
火
の

際
、
御
番
所
勤
務
者
が
取
る
べ
き
対
応
に
つ
い
て
の
心
得
が
添
付
さ
れ
て
い
る
。 

 
(

三)

『
大
坂
御
城
御
番
所
勤
方
大
格
』
（
文
書
二
三
四
‐
六
） 

前
二
点
の
資
料
と
違
い
、
記
録
で
は
な
く
手
引
書
と
し
て
作
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
各
門
の
開
閉
、

追
手
門
内
の
城
代
上
屋
敷
と
各
御
番
所
の
取
次
方
法
、
大
坂
城
に
出
入
り
す
る
鑑
札
の
確
認
方
法
、
問
題

が
起
こ
っ
た
時
の
対
処
な
ど
を
詳
細
に
記
し
て
い
る
。
加
番
衆
の
内
、
大
交
代
の
際
に
唯
一
追
手
口
か
ら

御
城
入
す
る
青
屋
口
御
加
番
の
交
代
の
手
順
に
つ
い
て
最
後
の
か
な
り
の
部
分
を
割
い
て
い
る
事
か
ら
、

八
月
の
大
交
代
が
大
坂
城
勤
務
者
に
と
っ
て
重
要
な
職
務
で
あ
っ
た
こ
と
が
窺
え
る
。 

 

参
考
文
献 

「
大
坂
城
誌
」
小
野
清
編
著 

名
著
出
版
復
刻 

昭
和
四
十
八
年
（
三
七
八
‐
八
七
九
） 

「
大
坂
城
の
歴
史
と
構
造
」
松
岡
利
郎
著 

名
著
出
版 

昭
和
六
十
三
年
（
七
二
九
‐
八
九
三
） 

「
摂
営
秘
録
」
中
村
勝
利
校
注 

日
本
古
城
友
の
会
城
郭
文
庫 

昭
和
五
十
三
年
（
三
七
八
‐
一
二
七
九
） 

「
金
城
聞
見
録
」
政
芩
著
（
甲
和
‐
七
一
六
） 
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三 

御
支
配
所
勘
定
太
田
直
次
郎
様
御
宿
一
件
（
三
二
八
‐
二
九
二
‐
一
四
八
） 

一
綴 

本
文
書
は
、
薬
の
町
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
道
修
町
の
元
禄
～
明
治
初
年
に
わ
た
る
各
時
代
約
八
六
〇

点
の
資
料
群
で
、
当
時
の
三
丁
目
住
人
の
人
口
動
態
・
経
済
の
動
き
・
町
内
の
取
締
・
警
備
・
行
事
・
諸

規
定
を
網
羅
し
た
町
方
文
書
―
「
道
修
町
文
書
」（
三
二
八
‐
一
〇
二
～
二
九
二
）
―
の
内
の
一
点
で
、
幕

臣
大
田
直
次
郎
の
長
崎
勤
務
赴
任
時
の
道
中
の
大
坂
宿
泊
時
の
記
録
で
あ
る
。 

大
田
南
畝 

寛
延
二
年(
一
七
四
九)

～
文
政
六
年(

一
八
二
三) 

名
は
覃
、
通
称
直
次
郎
の
ち
七
左
衛
門
、
号
、
南
畝
・
四
方
赤
良
・
四
方
山
人
・
蜀
山
人
・
寝
惚
先
生
・

杏
花
園
等
。
幕
府
の
役
人
で
あ
っ
た
が
、
幕
臣
と
し
て
よ
り
も
文
化
人
と
し
て
知
ら
れ
て
お
り
、
黄
表
紙
、

噺
本
、
洒
落
本
、
滑
稽
本
、
狂
詩
集
等
の
著
作
が
あ
る
が
、

南
畝
の
名
前
を
高
ら
し
た
の
は
狂
歌
で
、
天
明
狂
歌
の
中
心

的
存
在
で
あ
っ
た
が
、
天
明
七
年
狂
歌
・
戯
作
と
絶
縁
、
因

み
に
、
こ
の
後
寛
政
の
改
革
に
よ
り
、
朋
誠
堂
喜
三
二
や
蓬

莱
山
人
帰
橋
の
止
筆
命
令
、
恋
川
春
町
の
自
殺
、
門
人
宿
屋

飯
盛
の
江
戸
払
い
、
山
東
京
伝
の
手
鎖
の
刑
、
版
元
蔦
屋
重

三
郎
の
身
代
半
減
等
、
受
難
時
代
を
迎
え
る
事
と
な
る
。 

 

江
戸
の
文
化
の
リ
ー
ダ
ー
的
存
在
で
あ
っ
た
南
畝
と
大
坂
の
関
係
を
み
て
い
く
と
、 

享
和
元
三
月
～
二
年
三
月
、
大
坂
勘
定
と
し
て
大
坂
銅
座
に
滞
在
、
在
坂
の
様
子
は
「
葦
の
若
葉
」（
日
記
）

「
遡
遊
従
之
」
（
中
之
島
図
書
館
蔵 

翻
刻
有
）
等
で
窺
え
る
。
「
遡
遊
従
之
」（
問
答
書 

自
筆
）
は
、
南

畝
の
質
問
に
木
村
兼
葮
堂
が
答
え
た
も
の
で
、
兼
葮
堂
は
南
畝
へ
答
書
を
持
参
後
間
も
な
く
（
享
和
二
年

一
月
）
没
し
て
い
る
。
兼
葮
堂
と
共
に
、
当
時
の
大
坂
の
地
で
、
必
見
と
言
わ
れ
た
住
吉
へ
も
参
詣
し
て

お
り
、
本
文
書
の
献
立
控
中
の
追
加
文
に
来
客
と
し
て
出
て
く
る
か
ぶ
ら
ほ
（
蕪
坊
、
佐
伯
重
甫
）
と
、

住
吉
の
浦
で
合
う
約
束
を
し
た
が
、
か
け
違
っ
て
会
え
ず
、
茶
店
の
柱
に
和
歌
一
首
を
書
い
て
帰
っ
た
と

い
う
話
も
こ
の
前
後
で
あ
る
。（
住
吉
大
社
の
境
内
に
句
碑
有
） 

「
改
元
紀
行
」（
往
路
）「
壬
戌
紀
行
」（
帰
路
）
は
こ
の
時
の
紀
行
文
で
あ
る
。 

南
畝
が
、
蜀
山
人
を
号
し
た
の
は
、
こ
の
在
坂
中
で
、
銅
の
異
名
が
「
蜀
山
居
士
」
で
あ
る
事
に
よ
り
、

住
友
家
の
私
家
版
「
鼓
銅
図
録
」（
享
和
年
間
刊
）
に
は
、
蜀
山
人
の
題
字
が
入
っ
て
い
る
版
が
あ
る
。 

南
畝
の
交
遊
範
囲
は
広
く
、
南
畝
を
中
心
と
す
る
狂
歌
グ
ル
ー
プ
四
方
連
に
は
、
五
世
市
川
団
十
郎
（
花

道
つ
ら
ね
）
始
め
江
戸
歌
舞
伎
役
者
が
揃
っ
て
お
り
芝
居
好
の
面
目
躍
如
た
る
も
の
が
あ
る
。
大
の
三
津

五
郎
贔
屓
で
あ
っ
た
事
か
ら
、
上
方
役
者
の
代
表
格
と
も
い
え
る
三
代
目
歌
右
衛
門
を
嫌
っ
て
い
た
が
、

後
年
贔
屓
と
な
り
、
「
梅
玉
余
響
」（
天
保
九
年
猿
笠
著
）
に
は
、「
狂
歌
は
蜀
山
人
に
と
ひ
し
が
浪
花
に
か
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へ
り
て
よ
り
鶴
廼
屋
翁
ま
た
は
六
々
大
人
に
随
ふ
て
ま
な
ぶ
」
と
記
さ
れ
る
に
至
っ
て
い
る
。 

余
談
で
あ
る
が
、
明
治
期
の
大
坂
の
商
売
名
鑑
「
商
工
技
芸
浪
華
の
魁
」「
浪
花
諸
商
獨
案
内
」
に
、
菓

子
「
せ
ん
べ
い 

ね
ぼ
け
」（
大
江
橋
北
詰
）
の
名
が
で
て
い
る
が
、
雑
誌
「
上
方
」
に
よ
れ
ば
、
大
江
橋

北
詰
に
、「
ね
ぼ
け
堂
」
と
い
う
菓
子
屋
が
あ
り
、
南
畝
の
句
を
焼
き
つ
け
た
煎
餅
を
売
っ
て
い
た
と
の
事
、

狂
歌
作
者
大
田
南
畝
（
ね
ぼ
け
は
号
）
の
名
の
大
坂
の
地
へ
の
浸
透
ぶ
り
が
窺
え
る
。 

文
化
元
年
（
一
八
〇
四
）
長
崎
奉
行
所
詰
を
命
じ
ら
れ
、
赴
任
す
る
が
、「
御
支
配
所
勘
定
太
田
直
次
郎

様
御
宿
一
件
」
は
、
長
崎
へ
の
道
中
（
月
日
～
九
月
十
日
）
で
、
道
修
町
三
丁
目
に
宿
泊
し
た
時
の
接
待

の
記
録
で
あ
る
。
文
中
に
「
御
見
舞
人
多
く
」
と
記
さ
れ
て
い
る
が
上
田
秋
成
も
そ
の
一
人
で
、
八
月
十

五
日
に
道
修
町
の
宿
舎
を
訪
問
し
た
事
が
、「
胆
大
小
心
録
」
（
一
〇
八
条
）
に
記
さ
れ
て
い
る
。
秋
成
と

は
気
が
あ
っ
た
と
み
え
、
長
崎
滞
在
中
に
、
秋
成
の
「
藤
□
冊
子
」
の
後
序
を
作
成
、
ま
た
帰
路
（
文
化

二
年
一
一
月
五
日
）
に
は
、
京
都
の
西
福
寺
に
隠
棲
し
た
秋
成
を
訪
問
し
て
い
る
。
こ
の
時
期
、
ロ
シ
ア

艦
隊
（
レ
ザ
ノ
フ
使
節
）
長
崎
に
寄
港
し
て
お
り
、
南
畝
が
対
応
し
て
い
る
。

尚
、
長
崎
へ
の
旅
は
、「
革
令
紀
行
」（
往
路
）
、「
小
春
紀
行
」
」
（
帰
路
）
に
詳

し
い
。 

本
文
書
は
、
既
に
「
大
田
南
畝
全
集
第
八
巻
」（
岩
波
書
店
）
の
月
報
に
、
多

治
比
郁
夫
氏
に
よ
り
一
部
紹
介
さ
れ
て
い
る
が
、
夏
の
大
坂
ら
し
い
献
立
、
そ

の
献
立
一
つ
に
も
、
御
用
宿
を
勤
め
る
側
の
様
子
が
窺
え
る
事
か
ら
紹
介
す
る

事
と
し
た
。 

 

参
考 

「
遡
遊
従
之
」（
甲
和
‐
八
四
二
）
木
村
兼
葮
堂 

大
田
南
畝
書 

享
和
二
年 

影
印
版
「
遡
遊
従
之
」（
大
阪
資
料
叢
刊
一
） 

大
阪
府
立
図
書
館 

昭
和

四
十
六
年
刊 

「
鼓
銅
図
録
」（
甲
和
‐
三
五
五
・
七
六
三
・
七
六
四
・
八
五
一
・
一
一
四
三
）
増
田
綱
著 

享
和
年
間 

住

友
家
私
家
版 

凡
例 

本
書
は
底
本
の
忠
実
な
翻
刻
を
原
則
と
し
た
が
、
通
読
の
便
を
考
慮
し
て
、
一
部
漢
詩
を
除
き
、
返
り
点
、

句
読
点
を
施
し
た
。 

反
復
記
号
「
ゝ
」「
ゞ
」「
〻
」
「

〱
」
は
底
本
の
ま
ま
で
表
記
し
た
。 

異
体
字
に
つ
い
て
は
標
準
の
字
体
に
改
め
た
。 
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本
文
に
お
い
て
朱
で
記
さ
れ
た
部
分
は
そ
の
ま
ま
朱
で
表
記
し
た
。
ま
た
、
本
文
に
お
い
て
行
の
横
に
補

記
さ
れ
た
部
分
は
青
で
表
記
し
た
。 

付
箋
は
、
指
示
さ
れ
た
個
所
に
書
き
入
れ
た
。 

判
読
で
き
な
か
っ
た
文
字
は
□
で
表
記
、
判
断
に
迷
っ
た
場
合
は
文
字
の
し
た
に
ヵ
を
付
し
た
。 

活
字
の
な
い
文
字
は
□
に
ル
ビ
で
表
記
し
、（ 

）
内
に
文
字
の
説
明
を
付
し
た
。 

 

大
坂
城
御
番
所
勤
方
文
書
目
録 

      
 

11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 

略
会
席
料
理
献
立 

御
給
仕
方
心
得
書 

〔
諸
事
勤
方
〕
心
得 

口
達
之
覚 

〔
御
固
所
詰
交
代
ニ
付
通 

達
〕 

大
坂
御
城
御
番
所
勤
方
大
格 

御
城
近
辺
出
火
之
節
下
馬
先
御
固
メ
人

数
操
出
行
列 

八
町
四
方
出
火
之
節
火

消
人
数 

三
ヶ
寺
（
天
王
寺
・
建
国
寺
・

専
念
寺
） 

大
坂
市
中
出
火
之
節
以
上 

忠
良
公
御
城
代
中 

三
御
寺
御
参
詣 

市
中
御
巡
見 

遠
方
御
巡
見 

両
町
奉

行
御
出 

御
下
屋
敷
江
御
出
之
節
御
門

操
出
惣
御
人
数
割 

玉
造
口
御
門
御
定
番
御
城
入
之
節
御
固

人
数
并
絵
図
面 

 

付
）
出
火
之
節
役
々

心
得
方
其
外
御
番
所
心
得
方
大
略
記 

大
番
交
代
時
之
出
役
覚 

御
城
入
之
日
上
旅
使
宿
直
勤
并
市
中
巡

見
御
城
外
御
行
列 

 
 文

政
7
年
借
用
写

置 文
政

2

年

10

月

中
旬 

 
 4
月
12
日 

 
 

 
 壬

寅
7
月
改 

天
保
15
年
3
月 

天
保
12
年
8
月 

天
保
12
年
閏
正
月

27
日 

小
納
戸 

市
瀬 

 
 

 
 市

瀬

大

次

郎

あ

て 

鈴
木
幸
右
衛
門
・
堀
内

弾
右
衛
門
出 

箕
浦
又
市
殿
ニ
貰
之 

市
瀬
正
誼 

松
田
久
右
衛
門
よ
り

貸
写
置 

斎
藤
控 

御
供
頭
控
借
写 

御

地
目
付
：
近
藤
半
助 

市
瀬
正
応
控 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 御

狩
之
儀 
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22 21 20 19 18 17 16 15 14 13 12－6 12－5 12－4 12－3 12－2 12－1 

〔
明
治
維
新
規
律
改
正
ニ
付
再
触
写
〕 

大
赦
ニ
付
御
咎
御
免 

蓋
簪
会
規
約 

〔
鹿
児
島
県
下
騒
憂
ニ
付
笹
山
士
族
会

開
催
通
知
等
下
書 

乍
恐
御
窺
書 

 

笹
山
藩
藩
士
録 

〔
宝
物
目
録
〕 

〔
城
内
宝
物
等
目
録
〕 

目
録 

〔
大
名
家
格
覚
〕 

交
肴
一
尾 

五
色
毛
氈
之
内 

到
来
之
鳥
子
紙 

先
□
申
し
付
候 

 
 

六
日 

・
・
・
塩
鮭
之
内
い
ぶ
し
鮭
・
・
・ 

小
納
戸
よ
り
差
出
物
品
状 

明
治

6

年

7

月

2
日 

辰
2
月 

〔
明
治
〕 

明
治
10
年
3
月 

 
 

 
 10

月
25
日 

 
 文

化

7

年

2

月

～
8
年
10
月 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

貫
属
区
長 

元
八
上
新
村
出
生 

当
時
無
宿 

記
助

代
人 

笹
山
士
民
学
芸
之

会 笹

山

士
族

あ
て 

安
藤 

 
 

 
 

 
 

 
 奉

書 
奉
文 

御

内
書
写 

 
 小

納
戸 

小
納
戸 

小
納
戸 

小
納
戸 

小
納
戸 

小
納
戸 

 
 

 
 擁

翠
書
楼
蔵
用
箋
使

用 

 
 領

内
倹
約
ニ
付
伊
勢

講
并
ニ
愛
宕
講
改
正

借 

銀
済
方
仕
法 

 
 堀

内
主
殿
持
ち
帰
り 

善
右
衛
門
持
ち
帰
り 

 
 初

官
位
家
格
等 
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38 37 36 35 34 33 32 31 30 29 28 27 26 25 24 23 

書
簡 

書
簡 

書
簡
（
法
事
お
知
ら
せ
） 

麻
疹
処
方
書 

〔
多
葉
粉
代
銀
覚
〕 

〔
覚
〕 

〔
法
事
覚 

22
年
5
月
12
日
〕 

〔
端
午
之
祝
儀
目
録
〕 

御
歓
帳 

到
来
物
帳 

隆
興
君
拝
賜
御
服
添
書
（
包
紙
共
） 

日
々
〔
覚
〕 

〔
御
役
履
歴
〕 

御
屋
敷
絵
図
面 

由
緒
書
仮
写 

〔
小
学
校
寄
付
申
出
書
〕 

弐
番
組
定
約
証 

12
月
10
日 

11
月
15
日 

4
月
14
日 

文
政
7
年
孟
春 

 
 

 
 

 
 

 
 文

政
元
年
～
７
年 

宝
暦
13
年 

明
治

12

年
～

18

年 天
保
12
年
～
明
治

3
年 

文
化

7

年

9

月

2
日 

 
 12

月
16
日 

明
治

9

年

11

月

29
日 

旦
那
あ
て 

つ
き
出 

市
瀬
家
内
一
同
あ
て 

馬
場
先
御
門
番
所
桝

形 

〔
市
瀬
〕
大
次
郎

出 沢
井
充
中
・
一
瀬
順
吉

郎
・
市
瀬
□
三
郎
・
松

田
大
右
衛
門
・
田
塩
お

と
ら
あ
て 

市
瀬
寅

太
郎
出 

 
 

 
 

 
 

 
 板

倉
佐
渡
守 

鶴
三
郎
・
平
三
郎
関
係 

 
 市

瀬
大
次
郎 

市
瀬

寅
太
郎 

 
 市

瀬
四
郎
右
衛
門 

 
 弐

番
組
組
惣
代
市
瀬

寅
太
郎
等
8
名 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 高

田
先
生
関
係 

22
年
5
月
12
日
（
旧

4
月
13
日
当
日
） 

 
 

 
 宝

暦
8
年
大
坂
城
代

拝
命
ニ
付
賜
服 

隠
居
願 

買
物
覚
等 

 
 文

化
七
年
九
月
二
日

願
差
出
ル
取
払
并
切

□
建
継
絵
図
面 

市
瀬
正
誼
と
そ
の
子

供
（
三
男
児
） 

 
 家

禄
奉
還
ニ
付
倹
約

之
社
結
成 
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53 52 51 50 49 48 47 46 45 44 43 42 41 40 39 

書
簡 

書
簡
下
書 

実
三
郎
病
死
ニ
付
遺
留

物
品
御
下
渡
之
為
上
阪 

書
簡
包
紙
（
15
件
） 

書
簡 

書
簡 

書
簡 

書
簡
（
包
紙
共
） 

書
簡 

書
簡 

書
簡 

書
簡
（
年
始
状
） 

書
簡 

書
簡 

書
簡 

書
簡 

7
月
13
日 

 
 

 
 極
月
21
日 

9
月
12
日 

8
月
9
日 

4
月
12
日 

3
月
28
日 

2
月
11
日 

2
月
2
日 

正
月 

 
 8

月
23
日 

正
月
5
日 

1
月
26
日 

市

瀬

寅

太

郎

あ

て 

石
田
五
三
郎
出 

砲
兵
第
四
連
隊
あ
て 

市
瀬
大
次
郎
代
市
瀬

寅
太
郎 

市

瀬

大

次

郎

あ

て 

青
山
惣
左
衛
門 

吉

原
六
左
衛
門 

堀
内

弾
右
衛
門
鈴
木
幸
右

衛
門 

 

蜂
須
賀
小

平
太
等
出 

大
次
郎
あ
て 

市
左

衛
門
出 

市

瀬

大

次

郎

あ

て 

甲
賀
安
定
出 

市
瀬
大
次
郎
あ
て
御

藤
□
□
を
出 

市

瀬

大

次

郎

あ

て 

堀
内
弾
右
衛
門
・
鈴
木

幸
右
衛
門
出 

一

瀬

大

次

郎

あ

て 

鈴
木
鍋
五
郎
出 

市
瀬
大
次
郎
あ
て
須

藤
幸
左
衛
門
出 

一

瀬

大

次

郎

あ

て 

甲
賀
又
左
衛
門
出 

市
瀬
平
馬
・
大
次
郎
あ

て 

甲
賀
彦
三
郎
（
季

綱
）
・
又
左
衛
門
（
道

煕
）
出 

市
瀬
四
郎
右
衛
門
あ

て 

寺
井
伊
兵
衛
教

寛
出 

市
瀬
四
郎
右
衛
門
あ

て 

河
合
次
郎
太
夫

（
重
徴
）
出 

市

瀬

御

三

方

あ

て 

わ
か
む
ら
忠
治 

市
瀬
あ
て 

小
林
與

惣
治
出 

 
 裏

面
：
受
領
書
見
本
書 

 
 

 
 前

破
損 
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71 70 69 68 67 66 65 64 63 62 61 60 59 58 57 56 55 54 

野
調
（
漢
詩
） 

漢
詩
（
山
陽
七
言
） 

奉
寿 

前
藩
主
八
旬
華
甲(

漢
詩
） 

加
茂
社
御
奉
納
之
御
製 

古
々
路
覚 

高
砂 

五
段
の
次
第 

〔
謡
演
目
〕 

長
寿
養
生
覚 

書
簡
（
刃
傷
一
件
下
書
） 

書
簡
下
書 

書
簡 

書
簡 

鳥
羽
伏
見
の
戦
い
の
様
子 

書
簡
（
悔
状
） 

書
簡 

書
簡(

見
舞
状
） 

書
簡
包
紙
（
5
件
） 

書
簡 

書
簡 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 4

月
5
日 

4
月
26
日 

文
政
8
年
冬 

 
 

 
 

 
 正

月
4
日 

極
月
7
日 

 
 4

月
25
日 

 
 明

治
23
年
1
月

2
日 

8
月
19
日 

市
瀬
強
斎
生
実
所
持 

 
 市

瀬
正
居 

関
白
輔
熙
煕 

中
務

卿
幟
仁
親
王
等 

 
 

 
 

 
 青
山
凌
善
御
隠
居
ニ

借
用
写
置 

 
 岸

本
治
右
衛
門
・
御
内

室
あ
て 

市
瀬
一
同

出 

 
 

 
 お

万
寿
あ
て 

平
内

出 祖
母
あ
て 

こ
ま 

市
之
瀬
平
太
郎
あ
て 

岸
本
出 

市

瀬

寅

太

郎

あ

て 

石
田
五
三
郎 

蜂
須

賀
弼
之
丞 

堀
内
弾

右
衛
門
等
出 

市

瀬

寅

太

郎

あ

て 

今
井
史
夫
出 

市

瀬

寅

太

郎

あ

て 

今
井
史
夫
出 

 
 

 
 七

絶 

 
 明

治
天
皇
御
製
并

名
家
和
歌 

 
 4

月
26
日 

岩
井

宅
ニ
テ 

 
 

 
 

 
 後

破
損 

残
暑
強

く 
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79－3 79－2 79－1 78 77 76 75 75 74 73 72 

財
産
取
調
ニ
付
上
申
用
付
下
書 

〔
下
書
〕 

〔
府
県
職
員
等
級
表
等
覚
〕 

戯
歌 

風
呂
場
の
障
子
に 

鳧
の
先
な
る
わ
ら
ひ
草
序
歌 

歳
旦 

 

歳
旦 

詠
草
二
首 

市
瀬
氏
賢
母
尼
公
八
十

と
せ
の
賀
を
祝
し
侍
り
て 

詠
草
二
首 
長
月
の
末
つ
か
た
高
野

村
に
や
と
り
て
鹿
の
声
を
き
ゝ
て 

漢
詩
・
詠
草
下
書 

漢
詩
・
詠
草
下
書 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 正

月 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 さ

□ 

源
正
武 

精
益
□ 

廣
文 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 市

瀬
正
誼
君
今
歳
華

旦
の
春
・
・
・ 

 
 

 
 

 
 漢

詩
・
和
歌
の
添
削 

 
 

 


